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今
年
の
「
秋
の
国
民
集
会
」
は
、
脆
弱

な
医
療
・
社
会
保
障
を
抜
本
的
に
立
て
直

し
て
い
く
た
め
に
、国
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

政
府
に
働
き
か
け
る
場
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
。

昨
年
と
同
様
に
、
今
回
の
取
り
組
み
も

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
境

を
こ
え
て
参
加
で
き
な
い
組
織
・
職
場
に

つ
い
て
は
、
独
自
の
行
動
の
配
置
、
日
比

谷
野
音
集
会
の
動
画
配
信
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
）
視
聴
な
ど
を
含
め
て
、
総
行
動
と

し
て
成
功
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
集
会
成
功
に
む
け
て
、
「
＃
い

の
ち
ま
も
る
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
の
取

り
組
み
も
提
起
。
全
国
各
地
か
ら
メ
ッ
セ

ー
ジ
ボ
ー
ド
を
掲
げ
た
写
真
が
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
は
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
「
＃
い
の
ち
ま
も
る

医
療
・
社

会
保
障
を
立
て
直
せ
！
10
・
14
総
行
動
」

等
で
紹
介
を
し

ま
し
た
。

国
民
の
い
の
ち
と
生
活
を

守
る
政
治
へ

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
し
た
日
本
医
労
連

・
佐
々
木
悦
子
中
央
執
行
委
員
長
は
、
岸

田
政
権
が
社
会
保
障
削
減
路
線
を
継
続
す

る
一
方
、
野
党
の
共
通
政
策
に
「
医
療
費

削
減
路
線
の
転
換
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
と

述
べ
、
「
総
選
挙
で
は
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
に
よ
る
政
権
交
代
で
、
国

民
の
い
の
ち
と
生
活
を
守
る
政

治
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
」
と
訴

え
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
国
会
議
員
や
著

名
人
、
研
究
者
、
医
療
・
介
護

・
福
祉
の
関
係
団
体
は
じ
め
、

94
通
の
賛
同
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
、
当
日
は
、
日
本
医
師

会
と
日
本
歯
科
医
師
会
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
衆
議
院
が
解
散
と
な

っ
た
直
後
に
、
日
本
共
産
党
・

宮
本
徹
前
衆
院
議
員
と
伊
藤
岳

参
院
議
員
が
会
場
に
駆
け
つ
け
、
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宮
本
氏

は
、
「
政
権
交
代
で
医
療
を
充
実
す
る
政

治
に
転
換
し
よ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
・
吉
田
統
彦
前
衆
院
議
員
と

社
会
民
主
党
・
福
島
み
ず
ほ
参
院
議
員
か

ら
は
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
落
語
家
の
立
川

談
笑
さ
ん
が
、
看
護
師
だ
っ
た
母
親
に
つ

い
て
や
自
ら
の
闘
病
経
験
を
語
り
、
医
療

従
事
者
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
医
師
、
看
護
師
、

保
健
師
、
介
護
士
、
保
育
士
か
ら
現
場
の

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
で
は
、
岡
山
県
医
労
連
・
竹
原
真

由
美
さ
ん
が
「
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
で
1
人

休
む
と
有
休
も
返
上
。
増
員
で
利
用
者
も

職
員
も
守
っ
て
ほ
し
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

「
い
の
ち
ま
も
る
緊
急
行
動
」
共
同
代

表
・
小
畑
雅
子
全
労
連
議
長
は
「
国
民
の

い
の
ち
を
軽
ん
じ
る
政
治
を
転
換
さ
せ
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

１０
月
１４
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
、
「
＃
い
の
ち
ま
も
る

医
療
・
社
会
保
障
を
立
て
直
せ
！
１０
・
１４
総
行
動
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
は
３
４
５
人
が
参
加
し
、
全
国
６
４
９

カ
所
で
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長野県医労連が医療・介護・福祉の充実を
求めて、黄色いラッピングバスを走らせてい
ます。長野市と松本市を走る路線バス（アル
ピコ交通株式会社）で9月下旬から1年間の
予定です。

長野県医労連の傳田泉書記長に、どのよう
な思いでバスラッピング広告に取り組んでい
るのか、お話しを聞きました。

コロナ禍の影響で街頭宣伝などが制限され
る中、「医労連の存在や活動を地域に知って
もらいたい」「ホームページへのアクセスに
繋がれば」との思いからラッピングバスを走
らせようと思いました。今後、新「いのち署
名」の地域へのポスティング行動も提起して
いきたいと考えています。その時に医労連を
知ってもらえていると、受け取りも違ってく
るだろうと思い、そうした相乗効果も狙って
います。

「＃いのちまもる」のタオルを掲
げ医療・社会保障充実をアピー
ルしました。

全国からたくさんのメッセージボード
が寄せられました

こ
の
号
を
組
合

員
が
目
に
す
る
の

は
、
も
う
総
選
挙

の
結
果
が
判
明
し

て
い
る
頃
か
も
知

れ
な
い
。
24
日
の

参
院
補
選
で
は
、

静
岡
で
野
党
系
候
補
が
勝
利
し
、

1
勝
1
敗
だ
っ
た
。
11
月
に
は
大

き
な
変
化
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り

期
待
し
て
、
最
後
ま
で
頑
張
り
た

い
▼
私
が
総
選
挙
で
前
進
さ
せ
た

い
こ
と
の
一
つ
に
「
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
」
が
あ
る
。
記
者
ク
ラ

ブ
の
公
開
討
論
会
で
、
こ
の
制
度

の
実
現
に
手
を
挙
げ
な
か
っ
た
の

が
唯
一
岸
田
総
理
だ
っ
た
。
国
連

か
ら
何
度
も
勧
告
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
人
権
後
進
国
が
、
世
界
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
れ
る
わ
け
も

な
い
し
、
財
界
人
か
ら
の
強
い
要

望
す
ら
導
入
で
き
な
い
政
権
党
は

一
体
ど
こ
へ
向
か
い
た
い
の
か
？

そ
れ
に
ア
ク
セ
ル
も
ブ
レ
ー
キ
も

効
か
な
い
（
も
し
く
は
逆
の
）
壊

れ
た
自
動
車
の
よ
う
な
も
の
の
存

在
価
値
は
あ
る
の
か
▼
ヘ
イ
ト
を

な
く
し
、
多
様
性
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
て
こ
そ
、
誰
も
が
生
き
や

す
い
社
会
と
な
れ
る
は
ず
な
の

に
。
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
古
い

価
値
観
の
残
滓
を
一
掃
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
来
て
い
る
▼
2
年
前
に
も

触
れ
た
が
、
日
本
人
の
「
同
調
圧

力
」
や
、
「
周
り
に
迷
惑
を
か
け

ら
れ
な
い
」
と
す
る
我
慢
づ
よ
さ

は
、
変
化
へ
の
マ
イ
ナ
ス
で
し
か

な
い
。
も
っ
と
も
っ
と
自
由
に
声

を
出
し
て
い
け
る
風
土
が
必
要
だ

▼
そ
し
て
仮
に
新
し
い
政
治
へ
の

転
換
の
道
が
拓
け
て
い
た
と
し
て

も
、
「
託
し
て
お
ま
か
せ
」
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
の
総
括

は
も
ち
ろ
ん
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

環
境
な
ど
、要
求
実
現
を
求
め
て
、

声
を
上
げ
続
け
て
い
き
た
い
。

＃いのちまもる
10・14総行動
＃いのちまもる
10・14総行動

国民が安心して暮らせる
社会保障の実現へ
国民が安心して暮らせる
社会保障の実現へ

医療・介護・福祉の充実求め
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
で
ア
ピ
ー
ル

長野県医労連
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１０
月
２２
日
の
要
求
提
出
期
限
を
目
前
に
、
回
答
指
定
日
に
か
な

ら
ず
回
答
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
誠
意
あ
る
対
応
を
求
め
、
経
営

者
要
請
行
動
が
各
地
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
宮
越
悠
介
副

部
会
長
は
、
選
挙
と
秋
闘
が
重

な
る
緊
迫
し
た
情
勢
と
触
れ

「
組
合
員
の
思
想
信
条
の
自
由

を
保
障
し
な
が
ら
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
要
求
を
前
進
さ
せ

て
く
れ
る
政
権
に
す
る
こ
と
が

私
た
ち
の
切
実
な
要
求
を
実
現

す
る
一
歩
に
な
る
。
組
合
員
一

人
ひ
と
り
に
投
票
に
行
こ
う
と

訴
え
る
こ
と
が
重
要
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

す
べ
て
の
事
業
所
で

過
半
数
組
織
を
め
ざ
そ
う

基
調
報
告
で
細
見
学
部
会
長

は
、
2
0
2
1
年
の
運
動
の
基

調
と
し
て
「
①
改
憲
阻
止
と
ぜ

い
弱
な
医
療
・
介
護
の
提
供
体

制
を
見
直
す
運
動
に
全
力
を
あ

げ
ま
す
。
②
医
療
産
別
運
動
の

先
頭
に
立
ち
、
労
働
者
の
生
活

と
権
利
を
守
る
た
め
に
、
大
幅

賃
上
げ
と
大
幅
増
員
・
夜
勤
改

善
、
雇
用
の
確
保
、
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
の
実
現
に
全
力
を

あ
げ
ま
す
。
③
20
万
医
労
連
の

早
期
実
現
を
め
ざ
し
て
、
民
医

連
・
生
協
職
場
に
働
く
約
10
万

人
の
職
員
を
視
野
に
、
組
織
の

拡
大
強
化
に
全
力
を
あ
げ
ま

す
」
と
報
告
し
、
「
ユ
ニ
オ
ン

シ
ョ
ッ
プ
組
織
も
含
め
て
、
職

場
で
の
組
織
数
を
正
確
に
把
握

し
、
す
べ
て
の
事
業
所
で
過
半

数
組
合
を
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。４

組
織
か
ら
特
別
報
告

特
別
報
告
は
、
東
京
民
医
労

勤
医
会
支
部
・
田
原
弥
生
さ
ん

よ
り
「
要
求
確
立
・
団
体
交
渉

に
つ
い
て
」
、
北
海
道
勤
医
労

・
佐
賀
正
悟
さ
ん
か
ら
「
ス
ト

ラ
イ
キ
に
つ
い
て
」
、
愛
知
・

み
な
と
医
療
生
協
・
近
藤
直
己

さ
ん
か
ら
「
組
織
強
化
・
増
員

闘
争
に
つ
い
て
」
、
山
梨
民
医

労
・
三
森
幹
生
さ
ん
か
ら
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
へ
の
取
り
組

み
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
分
散
会
・
分
科
会

本
集
会
で
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
機

能
を
利
用
し
、
7
つ
の
分
散
会

と
質
問
・
相
談
分
科
会
に
分
か

れ
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
・
相
談
分
科
会
で
は
、
日

本
医
労
連
・
組
織
共
闘
局
か
ら

米
沢
哲
書
記
次
長
を
助
言
者
に

迎
え
、
組
織
拡
大
・
強
化
、
役

員
育
成
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
、
相
談
、
共
有
で
き
る
分
科

会
と
し
て
交
流
を
深
め
ま
し

た
。閉

会
に
あ
た
り
、
山
中
尚
史

副
部
会
長
は
、
「
分
散
会
で
、

組
合
員
の
声
を
ス
マ
ホ
で
撮
影

し
、
撮
影
し
た
動
画
を
団
交
で

見
せ
る
等
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
様

々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組

み
の
報
告
が
あ
っ
た
」
と
紹
介

し
ま
し
た
。
集
会
終
了
後
は
、

有
志
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
感
想

特
別
報
告
に
つ
い
て
「
過
密

都
市
で
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
団

体
交
渉
を
繰
り
返
し
要
求
を
勝

ち
取
る
ま
で
諦
め
な
い
精
神
に

感
動
し
た
」
「
ス
ト
に
対
す
る

考
え
方
や
、
ス
ト
回
避
基
準
の

設
定
等
、
計
画
か
ら
実
行
ま
で

の
期
間
や
流
れ
が
分
か
り
参
考

に
な
っ
た
」
「
労
組
が
労
働
者

代
表
を
取
る
た
た
か
い
は
見
習

わ
な
く
て
は
と
思
っ
た
」
「
山

梨
の
介
護
職
員
の
意
識
が
高
い

と
思
え
る
。
学
習
会
を
し
て
も

ら
い
た
い
」
な
ど
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

１０
月
２１
日
、
日
本
医
労
連
は
民
医
連
生
協
労
組
全
国
交
流
集

会
を
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
し
ま
し
た
。
集
会
に
は
、
３７
組
織
１
３
０
人

が
参
加
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

愛知県医労連の要請の様子

東
京

「
回
答
指
定
日
に
、
よ
り
高
い

水
準
で
回
答
を
」
と
、
東
京
医
労

連
の
東
京
民
医
連
労
組
は
、
各
闘

争
期
に
、
支
部
の
あ
る
各
経
営
に

対
し
て
統
一
要
求
と
支
部
要
求
を

伝
え
る
経
営
者
要
請
行
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

各
支
部
の
役
員
や
専
従
が
、
日

程
を
調
整
し
て
各
法
人
へ
チ
ー
ム

を
組
ん
で
回
り
ま
す
。
今
秋
闘
で

は
、
10
月
5
日
、
6
日
、
19
日
な

ど
計
8
日
間
、
20
法
人
へ
要
請
を

し
ま
し
た
。
行
動
に
は
延
べ
34
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
医
労
連
で
は
、
他
に
精
神

部
会
で
同
じ
く
経
営
要
請
に
回
る

ほ
か
、
周
辺
の
未
加
盟
組
合
に
訪

問
す
る
な
ど
、
産
別
統
一
闘
争
を

盛
り
上
げ
る
べ
く
行
動
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

愛
知

愛
知
県
医
労
連
は
10
月
1
日
を

皮
切
り
に
、
21
秋
闘
統
一
要
請
書

の
提
出
行
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

25
日
ま
で
に
32
施
設
に
提
出
を
行

い
ま
し
た
。

使
用
者
と
の
懇
談
の
中
で
は
、

コ
ロ
ナ
対
応
の
補
助
金
頼
み
の
経

営
に
な
っ
て
お
り
、
補
助
金
の
継

続
を
求
め
る
声
や
、
介
護
施
設
か

ら
は
介
護
加
算
の
継
続
を
求
め
る

声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
体
病
院
か
ら
は
改
め
て
コ

ロ
ナ
患
者
を
受
け
る
最
後
の
砦
と

し
て
公
立
病
院
の
役
割
が
見
直
さ

れ
た
こ
と
、
国
が
進
め
る
公
立
公

的
病
院
の
統
廃
合
は
見
直
す
べ
き

と
の
声
が
あ
が
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

い
の
ち
ま
も
る
私
た
ち
の
医
療
産

別
運
動
と
噛
み
合
っ
た
懇
談
に
な

り
ま
し
た
。

全
国
組
合

10
月
7
日
、
15
日
、
20
日
に
日

本
医
労
連
全
国
組
合
協
議
会
は
、

国
立
病
院
機
構
、
厚
生
連
本
部
、

日
赤
本
社
、
労
働
者
健
康
安
全
機

構
、
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
、

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
に

対
し
、
①
秋
闘
要
求
へ
の
誠
意
あ

る
交
渉
の
実
施
と
回
答
、
②
賃
金

労
働
条
件
の
改
善
、
③
公
的
医
療

機
関
の
充
実
・
強
化
等
を
求
め
要

請
を
行
い
ま
し
た
。
要
請
に
は
日

本
医
労
連
の
川
上
書
記
次
長
を
は

じ
め
、
全
医
労
、
全
厚
労
、
全
日

赤
、
全
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
労
組
、
全

労
災
、
国
共
病
組
よ
り
代
表
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

川
上
書
記
次
長
は
、
「
コ
ロ
ナ

の
第
5
波
で
は
約
18
万
人
が
自
宅

待
機
と
な
り
、
病
床
も
ひ
っ
迫
し

た
。
慢
性
的
な
人
員
不
足
の
中
で

の
事
態
で
あ
り
、
医
療
従
事
者
は

長
時
間
労
働
で
、疲
弊
し
て
い
る
。

公
立
・
公
的
病
院
の
強
化
・
充
実

は
欠
か
せ
な
い
」
と
要
請
し
、
参

加
者
か
ら
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
ベ
ッ
ド
は

あ
る
が
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
職
員
の
過
重
負
担
で
乗
り

切
る
こ
と
を
し
な
い
よ
う
し
て
ほ

し
い
」
「
人
勧
で
一
時
金
引
下
げ

が
出
て
い
る
が
、
全
て
の
職
員
の

頑
張
り
に
見
合
っ
た
月
数
を
。
職

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
っ

て
く
る
」
「
地
域
の
安
全
、
職
員

の
安
全
を
守
る
べ
き
で
あ
り
、
必

要
な
財
源
は
国
に
求
め
て
い
く
べ

き
」
と
訴
え
ま
し
た
。

経
営
側
は
、
「
一
時
金
は
、
給

与
法
が
成
立
し
て
か
ら
、
慎
重
に

見
極
め
た
い
」
と
し
、
「
正
規
・

非
正
規
関
係
な
く
疲
弊
し
て
い
る

と
思
う
が
、
増
員
あ
り
き
で
は
考

え
て
い
な
い
」
と
回
答
し
ま
し

た
。そ

の
他
、
勤
務
評
価
制
度
導
入

反
対
や
地
域
の
医
療
体
制
充
実
を

求
め
、
国
民
の
命
と
地
域
住
民
の

い
の
ち
を
守
り
、
労
働
者
が
誇
り

を
も
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

に
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

全国組合協議会の要請の様子

日本医労連は11月10日・11日、対政府中央行動に取り組み
ます。今回の中央行動では、国会議員要請行動は行わず、10
日に省庁交渉（総務省・財務省・文科省）を行い、11日の全
労連中央行動に結集します。
厚労省交渉については、厚労省の都合で日程が当初予定か
ら11月11日・12日に変更になりました。11日は看護・介護、
12日は労働・医療です。
詳細は日本医労連「発080号」をご参照ください。

回答指定日の順守
賃金改善求め

回答指定日の順守
賃金改善求め

各
地
で
経
営
者
要
請
行
動

民
医
連
生
協
労
組
が
全
国
交
流
集
会

民
医
連
生
協
労
組
が
全
国
交
流
集
会

厚労省交渉 日程変更のお知らせ

細見部会長細見部会長
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10
月
よ
り
秋
の
組
織
拡
大
月
間

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
秋
の

拡
大
目
標
は
6
0
0
0
人
（
7
月

〜
9
月
1
5
0
0
人
、
10
月
〜
12

月
で
4
5
0
0
人
）
で
す
。
「
組

織
拡
大
実
践
カ
タ
ロ
グ
」
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
（
発
0
6
7
号
）

ココ
ロロ
ナナ
禍禍
でで
のの
工工
夫夫
やや

チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
をを
カカ
タタ
ロロ
ググ
にに

「
組
織
拡
大
実
践
カ
タ
ロ
グ
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延

で
、
仲
間
増
や
し
の
取
り
組
み
に

大
き
な
制
限
が
か
け
ら
れ
、
苦
戦

が
強
い
ら
れ
て
い
る
な
か
で
の
各

地
の
工
夫
や
新
た
な
取
り
組
み
を

集
約
し
た
も
の
で
す
。
カ
タ
ロ
グ

を
加
盟
組
織
、
単
組
・
支
部
で
広

く
共
有
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
戦
す

る
組
織
拡
大
推
進
の
一
助
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

カカ
タタ
ロロ
ググ
のの
内内
容容
はは

カ
タ
ロ
グ

は
、
「
新
入
職

員
の
加
入
編
」

と
、
「
労
働
組

合
の
見
え
る
化

編
」
と
で
構
成

さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も

各
組
織
の
実
践
や
成
果
が
具
体
的

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
タ
ロ

グ
後
半
に
は
、
医
労
連
メ
ー
ル
ニ

ュ
ー
ス
か
ら
、
組
織
拡
大
関
連
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
全
国
の
取
り
組

み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新新
入入
職職
員員
のの
加加
入入
編編

新
入
職
員
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
「
職
場
の
労
働
代
表
の

立
場
を
い
か
し
て
」
や
「
貴
重
な

10
分
を
い
か
し
て
」の
実
践
事
例
、

ま
た
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

開
け
な
か
っ
た
場
合
の
「
5
分
間

の
立
ち
話
で
組
合
説
明
」
な
ど
の

成
果
と
教
訓
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

労労
働働
組組
合合
のの

見見
ええ
るる
化化
編編

日
頃
の
活
動
と

し
て
、
退
勤
時
間

調
査
の
シ
ー
ル
投

票
・
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
践
事
例

と
ポ
イ
ン
ト
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
実
施
や
医
労
連
共
済
・
労

働
金
庫
を
活
用
し
た
取
り
組
み
な

ど
、具
体
的
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

カ
タ
ロ
グ
や
グ
ッ
ズ
を
有
効
活

用
し
、
「
組
合
に
入
ろ
う
」
の
声

を
大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。
春
の

新
人
1
0
0
％
加
入
に
も
、
こ
の

秋
か
ら
の
仕
掛
け
と
構
え
が
重
要

で
す
。
ま
ず
は
一
歩
を
踏

み
出
し
、
ど
ん
な
に
小
さ

な
工
夫
や
取
り
組
み
も
産

別
全
体
で
共
有
し
ま
し
ょ

う
。

9
月
16
日
、
「
稲
沢
ク
リ
ニ

ッ
ク
労
働
組
合
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

不
利
益
変
更
を

労
働
組
合
で
跳
ね
返
そ
う

稲
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
働
く
仲

間
は
、
2
0
1
9
年
3
月
、
愛

知
県
医
労
連
へ
の
労
働
相
談
か

ら
、
個
人
加
盟
分
会
と
し
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

使
用
者
か
ら
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
改
装
や
新
規
事
業
の
予
定
か

ら
労
働
条
件
の
不
利
益
変
更
が

提
案
さ
れ
、
こ
の
状
況
を
個
人

で
は
な
く
、
労
働
組
合
と
し
て

公
然
化
し
、
団
体
交
渉
権
を
行

使
し
よ
り
よ
い
職
場
を
作
っ
て

い
く
決
意
を
し
ま
し
た
。

働
き
や
す
い
職
場
に

新
し
い
労
働
条
件
は
、
労
働

時
間
の
大
幅
延
長
な
ど
不
利
益

を
伴
う
も
の
で
し
た
。
組
合
の

公
然
化
に
あ
た
り
、
「
夏
季
・

冬
季
休
暇
が
ほ
し
い
」
「
福
利

厚
生
が
ほ
し
い
」
「
休
み
希
望

が
出
せ
る
よ
う
に
」
な
ど
の
要

求
や
、
働
く
ル
ー
ル
作
り
も
民

主
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
「
仕
方
な

い
」
と
諦
め
て
い
た
気
持
ち

を
、
「
働
き
や
す
い
職
場
に
変

え
よ
う
」
と
決
意
し
、
過
半
数

の
13
人
で
結
成
し
ま
し
た
。

結
成
大
会
に
は
全
国
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
と
も

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

い
の
ち
ま
も
る
緊
急
行
動
で
提

起
さ
れ
た
、
「
金
曜
行
動
」
が
全

国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。上

野
駅
前
で
は
、
毎
週
金
曜
日

に
、
家
路
を
急
ぐ
人
々
に
「
安
全

・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
」

を
訴
え
な
が
ら
、
署
名
の
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

対
話
で
医
療
現
場
の
実
態
を
訴

え
な
が
ら
署
名
を
積
み
上
げ
ま
し

ょ
う
。

大
学
部
会
は
10
月
16
日
、
全
国

医
科
系
大
学
労
組
交
流
集
会
を
、

東
京
・
医
療
労
働
会
館
に
て
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
し
、
8
組
織

か
ら
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
学
部
会
で
交
流
集
会
に
む
け

て
実
施
し
た
「
み
ん
な
の
聴
き
取

り
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
は
、
4
0
6

人
の
回
答
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前

と
現
在
で
仕
事
や
私
生
活
で
の
変

化
が
「
あ
る
」
は
8
割
を
超
え
、

心
身
の
不
調
は
約
6
割
が
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
約
7
割
を
超
え
る

人
が
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

「
あ
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

交
流
の
中
で
は
、
「
コ
ロ
ナ
病

棟
へ
各
病
棟
か
ら
選
抜
し
て
ス
タ

ッ
フ
を
派
遣
し
て
い
る
為
、
各
病

棟
の
ス
タ
ッ
フ
数
が
足
り
な
い
」

「
救
急
車
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

状
況
」
「
2
0
2
1
年
4
月
に
1

病
棟
を
閉
鎖
し
て
い
る
た
め
一
般

病
棟
の
稼
働
率
も
高
く
、
入
院
期

間
中
の
治
療
や
処
置
の
濃
密
な
患

者
で
繁
忙
度
も
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
他
部
署
へ
の
応
援
も
厳

し
い
」
な
ど
コ
ロ
ナ
対
応
で
現
場

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
中
で
の
組
合
活
動
が
課
題
と
各

組
織
か
ら
問
題
提
起
が
あ
る
中
、

「
昨
年
は
、
夏
の
一
時
金
を
巡
る

運
動
の
中
で
多
く
の
教
職
員
の
理

事
に
対
す
る
怒
り
が
増
大
し
、
50

人
の
加
入
」
「
組
合
説
明
会
や
医

労
連
共
済
の
説
明
会
・
退
勤
調
査

な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
」
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
で
組
合
員
み

ん
な
が
主
人
公
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

国
公
労
連
中
央
執
行
委
員
の
井
上
伸

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
井
上
さ

ん
は
、
「
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー

ガ
ナ
イ
ジ
ン
グ
』
と
は
、
市
民
の
力

で
私
た
ち
の
社
会
を
変
え
て
い
く
た

め
の
方
法
で
あ
り
考
え
方
。
5
つ
の

ス
テ
ッ
プ
に
よ
り
世
界
を
動
か
す
変

革
の
力
が
生
ま
れ
る
」
と
説
明
。
戦

略
を
持
っ
て
労
働
者
に
具
体
的
な
展

望
を
示
し
、
実
践
す
れ
ば
運
動
前
進

と
と
も
に
組
織
強
化
・
拡
大
が
可
能

な
こ
と
な
ど
を
具
体
的
な
事
例
を
交

え
な
が
ら
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
医
療
崩
壊
を
食
い
止
め
る
た
め

に
、
現
場
の
声
を
ど
ん
ど
ん
発
し
、

共
感
を
ひ
ろ
げ
、
諸
要
求
を
勝
ち
取

っ
て
ほ
し
い
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

特
別
報
告
は
、
厚
生
荘
病
院
労
働

組
合
の
吉
田
千
代
さ
ん
か
ら
、
厚
生

荘
病
院
閉
院
撤
回
の
た
た
か
い
の
報

告
と
抗
議
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
へ
の
協

力
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

分
散
会
で
は
、
職
場
で
起
き
て
い

る
問
題
等
に
つ
い
て
交
流
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
組
合
活
動
の
難
し
さ
が
口

々
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

みみななささんんのの実実践践をを聞聞かかせせててくくだだささいい
みなさんの実践報告を集約し「実践カタログ」を作成し共有します。

（発067号）小さな工夫も皆で共有し大きな成果にしていきましょう。

調査期間：2021年10月～12月
報告方法：実践報告用紙（左）に記入しご報告ください。

担当：日本医労連組織共闘局 : sosiki@irouren.or.jp

一般病院
部会

現
場
の
声
あ
げ
、

要
求
を
勝
ち
と
ろ
う

一
般
病
院
部
会
は
10
月
17
日
、
第
23
回
一
般
病

院（
民
間
病
院
）労
組
全
国
交
流
集
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
、
14
組
織
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大学
部会

コ
ロ
ナ
禍
で
の

組
合
活
動
に
期
待
！

稲沢クリニック労働組合稲沢クリニック労働組合

い
の
ち
ま
も
る
金
曜
行
動

愛知
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日本医療労働組合連合会（日本医労連）本部の書記局員を
募集します。
医療・介護・福祉関係労働者の賃金・労働条件の改善、大
幅増員をはじめ、安全・安心の医療・介護・福祉の確立にむ
けた労働運動に熱意のある方を募集します。

【募集人員】 1名
【募集条件】 要自動車免許、PC 操作（ワード文書・エクセ

ル表作成、Web編集等）。年齢は35歳くらいま
で（キャリア養成のため）。
労働組合経歴のある方を優遇します。

【勤務地】 東京都台東区入谷1-9-5
【勤務条件等】日本医労連規約・規定に基づく

（国家公務員に準ずる）
【応募方法】 履歴書（写真添付）、志望動機（A4用紙1枚

800字程度）を下記へ送ってください。
【応募締切】 2021年11月30日（火）必着。

書類選考の上、面接日程を通知。
【面接予定】 2021年12月中旬を予定
【採用日】 2022年2月以降（相談に応ず）

【問い合わせ・履歴書送付先】
〒110-0013
東京都台東区入谷1-9-5 日本医療労働会館3階

日本医労連・総務財政局 電話03-3875-5871

【パズル解答】
1763号の答えは「ワインレッド」でした。正解者
の中から抽選でクオカードを贈呈します。

【応募方法】
①組合（病院）名、②職種、③氏名、④郵便番号、
⑤住所を記入し、解答を11／18（木）までにご応
募ください。「読者のページ」もご寄稿下さい。

【応募先】
〒110－0013 台東区入谷1-9-5
「日本医労連教育宣伝局」FAX03-3875-6270
e-mail : n-ask@irouren.or.jp

こ
く
み
ん
共
済
（
全
労

済
）は
、
今
年
11
月
よ
り
、

マ
イ
カ
ー
共
済
の
掛
金
を

10
％
割
引
く
「
職
域
割
引

制
度
」を
廃
止
し
ま
し
た
。

こ
く
み
ん
共
済
の
「
職

域
割
引
制
度
」
は
、
労
働

者
の
消
費
生
活
協
同
組
合

だ
っ
た
時
期
の
制
度
で
、

医
労
連
加
盟
の
組
合
員
で

あ
れ
ば
、
掛
金
割
引
が
受

け
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し

現
在
、こ
く
み
ん
共
済
は

保
険
法
対
応
の
金
融
機
関

と
な
っ
て
お
り
、
労
働
組

合
を
優
遇
す
る
「
職
域
割

引
制
度
」
は
違
法
と
な
る

た
め
廃
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、

労
働
組
合
の
是
非
を
問
わ

ず
、
加
入
20
台
以
上
の
団

体
を
対
象
に
「
団
体
割
引

制
度
」
を
設
け
る
と
し
て

い
ま
す
。

医
労
連
共
済
の
自
動
車

共
済
も
同
様
で
す
が
、
団

体
内
で
事
故
が
起
こ
る

と
、
団
体
の
掛
金
額
と
共

済
金
支
払
額
の
割
合
で
、

翌
年
度
の
割
引
率
が
下
が

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
加

入
台
数
が
少
な
け
れ
ば
1

事
故
の
影
響
は
大
き
く
加

入
者
の
掛
金
に
影
響
し
ま

す
。
自
動
車
共
済
の
加
入

台
数
は
約
5
千
台
で
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。現
在
、自
動
車
共
済

は
、
団
体
割
引
率
が
17
・

5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
医
労
連

共
済
の
自
動
車
共
済
へ
の

切
り
替
え
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

３
年
連
続
の
減
勢

今
年
5
月
の
日
本
医
労
連

の
組
合
員
数
は
、
3
年
連
続

で
減
少
と
な
り
、
17
万
人
を

割
り
込
み
ま
し
た
。
日
本
医

労
連
は
こ
れ
ま
で
、
1
9
6

0
年
代
の
病
院
ス
ト
や
夜
勤

制
限
闘
争（
二
・
八
闘
争
）、

1
9
9
0
年
代
の
ナ
ー
ス
ウ

ェ
ー
ブ
、
2
0
0
0
年
代
の

い
の
ち
守
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
行

動
な
ど
、
産
別
の
運
動
を
通

し
て
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き

上
げ
や
夜
勤
改
善
、
看
護
師

確
保
法
の
制
定
や
大
幅
増
員

な
ど
、
幾
多
の
成
果
を
勝
ち

取
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日

本
医
労
連
の
組
織
減
は
、
い

く
ら
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
と
は

い
え
、
産
別
の
運
動
を
後
退

さ
せ
か
ね
な
い
深
刻
な
事
態

と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

組
織
拡
大
の
目
的
を

明
確
に

日
本
医
労
連
に
は
、
1
0

0
0
を
超
え
る
単
組
・
支
部

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
組

織
拡
大
に
取
り
組
み
、
成
果

を
出
し
て
い
る
組
合
は
そ
の

5
〜
6
割
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
残
り
の
4
割
〜
5
割

の
組
合
の
取
り
組
み
を
前
進

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
課
題

で
す
。

問
題
は
、
当
該
組
合
に
組

織
拡
大
の
意
義
や
重
要
性
を

い
か
に
理
解
し
て
も
ら
う
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
多
く
の

組
織
が
そ
の
壁
に
ぶ
つ
か

り
、
現
状
維
持
・
後
退
と
い

う
結
果
を
受
け
止
め
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ

で
問
い
直
し
た
い
の
は
、
壁

に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
「
私
自

身
（
個
人
ま
た
は
組
織
）
」

が
組
織
拡
大
の
意
義
・
重
要

性
を
理
解
し
、
決
意
を
持
っ

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
も
し
、
決
意
が
中
途
半

端
で
あ
れ
ば
、
受
け
止
め
た

結
果
か
ら
学
び
、
次
の
一
歩

を
踏
み
出
す
と
い
う
こ
と
を

望
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
「
私
自
身
」
が
、

組
織
を
大
き
く
し
て
何
を
達

成
す
る
の
か
と
い
う
目
的
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
第
一
歩

に
な
り
ま
す
。

要
求
実
現
と
結
び
付

け
た
取
り
組
み
を

「
労
働
組
合
に
入
る
メ
リ

ッ
ト
は
？
」
組
合
加
入
を
呼

び
か
け
る
時
に
聞
か
れ
る
言

葉
で
す
。
労
働
組
合
に
入
る

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
け
れ
ば

加
入
し
な
い
の
は
道
理
で
す

か
ら
、
そ
の
人
（
ま
た
は
職

場
・
事
業
所
）
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
（
要
求
）
が
何
か

を
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
繰
り
返
し
職
場
に
入

り
、
対
話
を
通
し
て
愚
痴
や

不
満
か
ら
要
求
を
引
き
出
す

地
道
な
取
り
組
み
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
掴
ん
だ

要
求
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の

取
り
組
み
を
す
す
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
大

切
な
の
は
、
当
事
者
と
し
て

労
働
組
合
に
加
入
し
て
も
ら

い
、
取
り
組
み
に
参
加
し
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。

「
労
働
組
合
は
労
働
者
の

要
求
を
実
現
で
き
る
組
織
」

だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
「
要
求

実
現
」
を
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
が
一
番
で
す
。
仮
に
、

要
求
実
現
が
叶
わ
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
親
身
に
取
り
組

む
こ
と
で
労
働
組
合
へ
の
信

頼
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。

「
医
労
連
の
仲
間
ふ

や
し
」
を
進
め
よ
う

今
年
度
の
組
織
強
化
拡
大

対
策
会
議
で
は
、
「
医
労
連

の
仲
間
ふ
や
し
」
と
い
う
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。
労
働

条
件
は
法
人
ご
と
に
決
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
で
組
合
員
を
増
や
す

こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し

そ
れ
は
同
時
に
、
日
本
医
労

連
と
い
う
産
別
の
運
動
の
前

進
に
と
っ
て
も
大
き
な
力
と

な
る
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち

自
身
が
も
っ
と
意
識
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
で

す
。
そ
の
こ
と
の
理
解
を
深

め
れ
ば
、
1
0
0
0
あ
る
単

組
・
支
部
の
力
を
最
大
限
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
、
20
万

医
労
連
の
達
成
、
そ
し
て
、

そ
の
先
の
飛
躍
も
見
え
て
く

る
か
ら
で
す
。

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
。

ま
ず
は
、
こ
の
秋
の
組
織
拡

大
月
間（
10
月
〜
12
月
）で
、

単
組
・
支
部
の
垣
根
を
越
え

て「
医
労
連
の
仲
間
ふ
や
し
」

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

米
沢

哲

医療・介護・福祉政策の転換をめざして

医労連の「自動車共済」を広げよう

書記局員募集日本医療労働組合連合会


